
笛)||ブロック交流研究会

小中学校の連携を深めるとともに、地域の様子や子どもたちの実態を知り、

指導に生かしていこう

］・主題設定のｎｌ１Ｉｌｌ

地域の教育iUMIlIl11決のためには、小'|]が連携を深めることが必要である。本ブロックで

は、同じ笛)''''１学区で学ぶｿilrif・生徒たちをともに教育していくという立場から、児童・

生徒の生活のJMkである地域について､11解を深めようということで、地域の|÷1然、歴史、

文化、産業などについて、臨地ｲﾘ｢修や体験活動を行なってきている。また、今日的な課題

にせまる学習会、小''１の授業参観を計画、実践している。こうした活lliljを通し、児童・生

徒への理解を深め、教育｣二の課Mnを共有し、指導に生かすことができるのではないかと考

える。

１１．研究の内沸・方法

１．第１回ブロック交流研究会（臨地研修）

（１）Ｉｊ時８ノ１３１］（火）１３：３０～

（２）目的地域の文化を知るとともに、教IWillllの交流を図る

（３）内容

【室伏｣{u区の打ちはやしについて】

・室伏公lM1iにおいて打ちはやし保存会会長からの概略やllili史について伺う

・ビデオ及びｿil童による災繊を見せてもらう

【陶芸体験］

・三樹地区の「たかとう陶芸教室」において、｜ＩＩＪ芸体験学習

２．第２回ブロック交流会

（１）｝1時11ノ１１７１三１（水）３：３０～４：５０

（２）ロ的特別支援教育について理解を深め、今後のlfi導に41三かす

（３）内容特別支援についての学習会（会場Ⅲ''''１学校）

識nI1iかえで養識学校伊波．美恵先生

減題「発達が気になる子の理解と対応」

特殊教育から一人ひとりの教育的ニーズに応じて適切な支援を行

なう特別支援教育へ。学習スタイル別指導方法、気をつけたい言

葉かけ大切にしたいことばかけ。ｚｌｆ例から弩える子ども理解や学

校でできる支援。巡回相談などの外部支援について

３．第３回ブロック交流研究会

（１）日１１キ１ノ１１２１１（水）２：００～

（２）Ｉ－１ＩＭｊ小学校の公|)||授業を参観し、授業の様子やｿil竜の様子を知り、

述挑して子どもたちを育てていくための意見交換をする。

（３）内行
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111成果と課題

1．成果

・教職員の人的交流、教育的な交流など、いろいろなスタイルの交流方法があり、学ぶ

点は多かった。

・夏休みの研修会で111域のliE業や伝統行事、体験活動について学ぶことができ、地元の

伝統芸能（うちはやし）を知るきっかけになった。地域の方たちの協力で陶芸体験も

楽しく地域の連}側にもつながった。

.特別支援の学習会について、新鮮に受け止めることができた。illniliの解説もわかりや

すく参考になるものだった。

・授業参観では|ﾘ１るくＬｌそき生きと学習している子どもたちの様子を，じっくりと見るこ

とができた。授業後の話し合いで、子どもたちの現状を率iiIIにｌｌＩ１くことができて今後

の指導の参考になった。’三1常的な生徒指導や41ﾐ活指導など、‘､i)''''１と小学校が連携で

きると、［''１ギヘ'ツプのハードルが低くなる。

２．課題

・年３１回1の研究内赤をどのように設定するか、８年|］を終わり定粁化する一方で、さら

なる工夫が必要となる。授業公|)II21qjl・臨地ｲﾘﾄ修とか''１学校の先生による小学校での

授業、ワークショップ、などはどうか。

・授業参観の実施Ⅱ机Ｕ１、授業公|)Ｉ１する学校数、交流会で話し合いのテーマの提示、’1')札

の着川などについて検討したらどうか。

（ブロック長沼田豊子）
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教科 授業者 iii元・題材余

1年 算数 依'１１史 しかくいビルをつくろう

2年 国語 小)||真知子 本に親しも フ

３年 国語 二l:尾リムｌﾘ１ 言葉っておもしろいな

４年 音楽 '１１本ふみ子 '''１の気分を生かして

5年 社会 |Iiil部(''1之介 住みよいくらしと環境

６年 国語 〕(DT1II和美 わたしたちの言葉

こなら |呵語 石原喜久夫 文をつくろう

教科 授業者 111元・題材名

1年 Ｉｉｌｉ科 W｛１１l豊子 とびだせあそびたい（冬）おＴｌリ１の遊び

2年 国語 #|t野千尋 すすんではなしたりllllいたりしよう「ｲ､｢に見えるかな」

３年 |、語 '''''二1若干 :界の「こんにちは」と文字（ローマ字）

４年 算数 竹)||俊之 広さを調べよう

５年 算数 〈口●｜Ⅱ■■■ ｜■■■Ｐ Ｉｌ－ 小。。■□、Ⅲ ＨｌＪ 藤 比べ方を考えよう

6年 算数 IiIi水芳彦 変わり方を調べよう


